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私 には、三人の 妹 がいます。本当なら 弟 もいました。 妹 には、実は双
わたし さんにん いもうと ほんとう おとうと いもうと じつ ふた

子の兄がいたのです。しかし、母のお腹の中で無脳 症 という病気が見付かり、
ご あに はは なか なか む の うしょう びょうき み つ

お腹の中では元気でも生きていくことはできないと、病 院の先生に言われたそ
なか なか げ ん き い びょういん せんせい い

うです。家族みんなは悲しみました。 私 は、赤ちゃんはお腹の中に宿れば、み
か ぞ く かな わたし あか なか なか やど

んな無事に生まれてくると思っていました。しかし、すべての赤ちゃんがそう
ぶ じ う おも あか

ではない、 障 がいや病気をもって生まれることもあるのだと知って、つらくな
しょう びょうき う し

りました。 

　日がたつにつれ、母のお腹も少しずつ大きくなり、お腹をさわると元気に動
ひ はは なか すこ おお なか げ ん き うご

いているのが分かります。「こんなに元気なのに、本当に死んでしまうの？」と
わ げ ん き ほんとう し

思いました。 
おも

　そして、８年前の１２月、 妹 と 弟 は生まれました。 妹 は健康ですが、
ねんまえ がつ いもうと おとうと う いもうと けんこう

弟 はやはり無脳 症 でした。そんな 弟 でも、声を上げて生まれてきたそうで
おとうと む の うしょう おとうと こえ あ う

す。母は、声をしっかり聞いたそうです。しかし、そんな小さな 命 は二日間で
はは こえ き ちい いのち ふ つ かかん

消えてしまいました。家族に見守られながら、天国へ旅立ちました。 
き か ぞ く み まも てんごく たび だ

　この世には、戦争などで 命 を大事にしない人がいます。 命 を軽く 考 える人
よ せんそう いのち だ い じ ひと いのち かる かんが ひと

もいます。ニュースを見るたびに 弟 のことを思い出し、胸が苦しくなります。
み おとうと おも だ むね くる

弟 は、きっと、家族と楽しい思い出を作りたかっただろう、生きたかっただ
おとうと か ぞ く たの おも で つく い

ろうなと思います。 
おも

　 命 は一つしかありません。大事にしなければなりません。むだな 命 はあり
いのち だ い じ いのち

ません。簡単に「死ね。」なんて、冗 談でも言ってはいけません。 
かんたん し じょうだん い

私 はとても大切なことを経験し、学ぶことができました。つらい経験をした
わたし たいせつ けいけん まな けいけん

分、人に優しく思いやりをもって、 弟 の分もしっかり生きていきたいです。
ぶん ひと やさ おも おとうと ぶん い

毎日、仏だんに手を合わせ、 命 の大切さを胸に刻みながら、生きていこうと思
まいにち ぶつ て あ いのち たいせつ むね きざ い おも

います。  
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